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教育長にきく 

  橿原市では、昨年度において「子ども読書活動推進計画」を策定し、今年度からは、その実施

に向けて、関係部局で連携をとりながら取組みを始めております。現在、点検・評価を行うため

の『橿原市子ども読書活動推進会議』の設置について準備を進めているところであります。 

この計画の実施に際しては、法律や計画の目指すものをしっかりと再認識しておく必要がある

ことは言うまでもありません。そういった観点から、計画の策定にアドバイザーとして関わって

いただいた本市図書館運営委員の益田忠夫さんを講師にお迎えし、“子どもの読書活動推進”の

意義について、ご講演をいただく予定です。 

図書館は、昨年度において、１階の絵本コーナーをリニューアルし、好評を得ておりますが、

より身近に感じてもらえるように、更に工夫をしていきたいと思います。また、健康増進課と連

携し、ボランティアのご協力を得て、４月の１歳６ヵ月児健診よりブックスタートを開始しまし

た。健診に来られた保護者と赤ちゃんに、それぞれ対面式で絵本を読み、ブックスタートの意味

をお話すると、皆さん熱心に聞いていただけるとのこと、ご家庭での読書活動推進の基礎となれ

ばと期待しています。一方、学校図書館における情報化への取り組みなど、学校教育の中での試

みもすでに始まっています。 

私自身、読書好きなのだろうと思いますが、子どもたちには、とにかくたくさんの本に触れて

ほしい、どんな分野でもいいからアトランダムに読んで、その中から自分に適したものを見つけ

て欲しいと思います。そのために大人がいろいろな本と出会わせることは大事ですが、それを子

どもにおしつけるのではなく、できるだけ子どもに選ばせるということが大事だと思います。好

きな本が見つかるまで、子どもの興味や関心を尊重することが大事です。また、ご家族の皆さん

もそれぞれ本を読むことで、日頃のコミュニケーションのきっかけともなり、相乗効果を生むと

思います。 

私自身の子ども時代の読書体験では、中学生のときに読んだ『三国志』が最も強く印象に残っ

ています。全十巻で大変疲れたという記憶と共に……。 

市の財政状況が大変厳しい中ではありますが、関係部局や各学校等においてそれぞれ連携を強

め、工夫をしながら、進めていきたいと考えております。ご理解とご協力よろしくお願い申し上

げます。 

  吉本 重男（よしもと しげお） 
昭和４８年、橿原市入庁。企画調

整部長、行革・都市再生推進本

部事務局長を経て平成１８年、

理事就任。本年３月２５日より橿

原市教育長。 
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学生の頃、大阪市大図書館や大阪市立天王寺分館にご自身もよく通われたとのこと。時代の変遷に 
関係なく、読書から得られる励ましや慰めもまた、人間がこころ豊かに生きてゆく上で欠かせないの 
ではないか、という発言が印象的でした。（に）   

                                      
よろしければ、生年月日と血液型、家族構成をお教えください。 

  昭和２４年８月１日、AB 型です。家族は妻と１男１女です。 

 

ご趣味は？（幾つでも結構です。） 
   ウォーキングと読書です。大阪の下町や大和川の堤なんか

を、よく楽しんで歩きます。 

  

読書のペースはどのくらいですか？ 
電車通勤のため、車内で過ごす時間などを活用して、週に

２冊ぐらい読みます。年間では１００冊ぐらいになるかも

しれません。今度、図書館がある万葉ホールに職場が移

り、実はとてもうれしいのですよ。  

 
好きな作家は？ 
宮城谷昌光さんです。歴史を通過していった人物群像を描い

た作品に興味が向きます。私と同じ大阪出身ということで、

司馬遼太郎さんのエッセイなんかも、読んでいて面白く感じ

ますね。視点に独創性があると思います。 

 

本や読書に意義があるとすれば、どのようなことでしょう？ 
   若い世代と話していて気付くのは、彼らの多くには尊敬す

る人物や目標となる人物がいないということです。私が若

かった頃には、身近な年長者や先輩の中に、尊敬できた

り、目標となる人物がいましたが、今は少し事情が違うよ

うですね。モデルやお手本とすべき人物に出会うことが難

しい時代になっているようです。だとすると、読書を介し

て、過去の人物や外国の人物に出会い、学ぶことはとても

意義深いことと思います。 

 

 この一冊（一番感銘を受けた本など）といえば？ 
    「晏子」（宮城谷昌光 著）です。私自身が中間管理職に

なってからは、特に身の処し方という点について、折々に

考えるヒントとしてきました。 

 

 座右の銘は？ 
  「民主主義は欠陥だらけであるが、他のどの制度よりもすば

らしい」  座右の銘ということではありませんが、行政マ

ンとしてこのことを念頭に置き、公務に努めてきました。 

 
図書館に対しておっしゃりたいことはありませんか？ 

   コスト意識や住民ニーズを常に念頭に置きながら、図書館と

しての理念を具現化してゆく方法を模索しなくてはなりませ

ん。地域社会の要請に適切に対応してゆくことで、図書館自

身の存在意義を周囲にどう説得してゆくことができるかが、

今後より重要になってくるのではないでしょうか。 

晏子 
宮城谷昌光 著 
新潮社 新潮文庫 

三国志 上 
羅 貫中 著 

岩波少年文庫 他 
  

ある運命について 
司馬遼太郎 著 
中公文庫 他 
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追悼  さようなら 石井桃子さん 

 
 
 
 
                                                   
  
 
 
 
 
                      （237 回）        （371 回）        
                        
      （238 回）                                                          （133 回） 
                                                           
                                              （５５回） 
 
 
                           
  
                                           
 
 
 
 
                       
 
 
 
 
※（  回）は、平成２０年６月２０日現在での当館におけるのべ貸出回数です。（複本を含む合計） 
  ただし、シリーズ本については、最も回数の多いものを採りました。 
 
 
                                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    （189 回）         （580 回）          （132 回）          （60 回）          （169 回） 
    

 

 
 
（いしい ももこ） 
作家、翻訳家。１９０７年、埼玉県生ま

れ。日本女子大学英文科卒。『ノンち

ゃん雲に乗る』（第１回文部大臣賞）な

ど、著書多数。１９９３年、日本芸術院

賞。１９９５年、読売文学賞。１９９７

年、日本芸術院会員。２００８年、朝

日賞。同年４月３日、逝去。 

 
No 

Image 

 
No 

Image 

ピーターラビットのおはなし 
ビアトリクス・ポター 

福音館書店 

こすずめのぼうけん 
ルース。エインワース 

福音館書店 

 かえるのいえさがし 
福音館書店 

こねこのねる 
ディック・ブルーナ 

福音館書店 

 

No 
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No 
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No 
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クマのプーさん 
岩波書店 

ありこのおつかい 
福音館書店 
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No 
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No 
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No 
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 うさこちゃんのたんじょうび

ディック。ブルーナ 
福音館書店 

せきたんやのくまさん 
フォービ・ウォージントン 

福音館書店 

魔法使いのチョコレート・ケーキ 
マーガレット・マーヒー 

福音館書店 

ちいさなおうち 
バージニア・リー・バートン 

岩波書店 
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石井桃子さんは、多くのものを残したひとだった。海外作品の紹介者として、あるいは

児童文学の編集者や実作者として、世に送り出した図書の冊数のことを言うのではない。

公共図書館の整備がまだ今日のようではなかった昭和３０年代前半、自宅を子ども文庫と

して開放し、それは子どもの読書活動のモデルのひとつとなった。子どもたちに読書の種

をまこうとする石井さんの姿に、多数のひとびとが影響を受けた。学校教育や図書館や地

域活動の現場を担ったひとびとの記憶に、石井さんは印象深いものを多く残していった。 

石井さんが携わった「かえるのいえさがし」という小さな絵本がある。全部で２７ペー

ジしかない、とても小さな本だ。近刊の色彩豊かな絵本群に慣らされた眼には、挿絵も装

丁もあまりに古風で、ただ地味なだけの一冊に見えてしまう。だが、その読後感は小さく

はない。 

春夏と、楽しい時間を過ごしたカエルの親子が、秋を迎えて越冬のための巣穴を探さな

ければならなくなる。ところが、出遅れた親子には、もうひとつの穴も残されていない。

途方に暮れた果てに、親子は大きな穴にたどり着く。だがそこは、恐ろしい大蛇の棲み家

だった。震えながら事情を打ち明けた父親ガエルに、大蛇は告げる。「暑い夏ならば、お

まえたちを取っても食おう。だが、冬の間は、ヘビもカエルも一緒に土の中で眠るのだ。

来年の彼岸まで、みんなで眠るとしよう‥‥‥」大蛇に招かれた穴の中で、生き物たちが

身を寄せ合って深い眠りにつくところで、物語は唐突に終わる。 

その後、春が来て、生き物たちはどうなったのだろう。親子は天敵より一足早く目覚め

て、首尾よく穴から逃げ出すことができただろうか。それとも、空腹で目覚めた大蛇の餌

食となってしまっただろうか。もしかしたら、大自然の厳粛さの前にはヘビもカエルも無

力でしかなく、どちらも冬を越すことができなかったかもしれない――。もっとも、絵本

はただ沈黙で応えてくれるだけだ。そして、沈黙によってしか伝えることができない冬の

眠りのように深いものが、読後感に残される。 

石井さんが多くのものを残すことができた理由のひとつは、常に“みつめるひと”だっ

たからではないだろうか。まだ自身が子どもだった頃から百歳を越えた最晩年に至るま

で、石井さんは様々なものを見つめてきた。敗戦、海外の進んだ読書環境、日本の子ども

たちを取り巻く現実、そして生と死の問題‥‥‥。 

老齢を迎え、子どもたちひとりひとりの顔と名前を覚えられなくなった時、石井さんは

手塩にかけて育んだ子ども文庫を公共図書館に引継ぐ決心をした。子どもをみつめ続ける

ことで、最後まで自身の内部に子どものこころを持続し得た、稀有なおとなだった。 

（児童班） 

橿原市立図書館では、7月２日から 8月３１日まで、所蔵図書の夏休み特別展示「夏休

みに読んでほしい本展」 を１Ｆ展示コーナーでおこなっています。読書のためのまとま

った時間をつくるのに最適なこの時期、特に子ども達に手に取っていただきたいおすすめ

図書を、児童サービス担当の司書が中心となって選書しました。もちろん、石井桃子さん

ゆかりの良書も多数含んでいます。ご来館の折は、ぜひご覧ください。 

お知らせ  
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図書館員の本棚（３） 

 

「死者の書」 
折口 信夫 著 

    
 
 
 
 

歌人釈迢空としても著名な作者は、学識豊かな民俗学的

視点に古代幻視を重ねることで、他の同時代作家の追随を

許さない独特な物語世界を創り出した。「した、した、し

た‥‥‥」地下水の滴る音が石室の闇に響く中、当麻語り

部の姥の呼びかけに応えるように、刑死を遂げた大津皇子

の魂が蘇る――。持統期における政治悲劇と中将姫伝説に

材を得た本書は、皇子を葬ったとされる二上山を日毎に望

んで暮らしている者に、時として、静謐な哀調を届けてく

る。 

その日は、朝から梅雨明け直後の晴天に恵まれていた。

母がすでに病院に向かったことは知っていたが、ダンボー

ルに梱包した図書を公用車に積載すると、私は予定通り図

書館を出発した。酷薄に過ぎるのではないかと逡巡しない

わけではなかった。だが、もう疼痛をやわらげる処置しか

選択肢がない父とは、すでに充分に語り尽くしてもいた。

図書館員として働くことが決まった時、最も喜んでくれた

のは父だった。仕事を終えて病院に向かう途上、まだ暮れ

きらない初夏の晴れた宵空に、紫色に染まった二上山が望

まれた。病室に入ると、父の意識はすでになかった。薄く

開かれた瞼の底で、もはや生者のものとは思えない白く濁

った瞳がのぞいていた。 

最終の利用者を図書館から送り出し、エントランスに施

錠した後、私はカウンターに居残って業務日報を記す。そ

して静まり返った書架に並ぶ背表紙の群をふと眺める時、

優れた図書は、すべて死者の書であることに気付く。読者

を翻弄する生活の喜怒哀楽とは関係なく、一冊の優れた本

は、本そのものの存在によって時間の淘汰に打ち勝ち、そ

れを生み出した作者の寿命さえ超越して生き残ってゆく。

折口作品を読み返してみる時、名著というものが必然とし

て担っているそうした厳粛さに、改めて畏怖をおぼえる。
（へ） 

死者の書 
中公文庫 その他 

折口信夫全集  
第四巻 口訳万葉集 

中央公論社 

（おりぐち しのぶ） 
１８８７～１９５３ 大阪生まれ。國學院大学･慶応義塾大学教

授。国文学、民俗学、国語学などに独自の成果を残しながら、

作家としても活躍。全集等の業績により、５２年日本芸術院賞。 

 
 

No 
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No 
Image 
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橿原市子ども読書活動推進計画が策定されたこ

とを受けて、計画進捗の点検・評価を行ってゆく

ため、推進会議が発足します。   

（２） 推進会議設立記念講演会 
「橿原市子ども読書活動推進計画のめ
ざすもの」 

 
   第１回推進会議の開催を受けて、元川西町立図

書館長 益田 忠夫氏を講師に迎え、標記講演

会を開催します。事前申込み不要。当日,下記会

場に直接お越しください。 

 

日時・場所  ７月２９日（火）午後３時より 橿原

市中央公民館３Ｆ講堂  

 
（３） 作品展示 

「育児と読書」  
出産や育児に関連した実用書や啓発書、エッ

セイなどを展示します。女性だけでなく、子育て

中のお父さんも、ぜひお立ち寄りください。 

場所・期日 ２Ｆ展示コーナーにて ８月１日より９

月末まで 

（１） 橿原市子ども読書活動推進計画 
   第１回推進会議 
 

夏休み期間の特別催しとして、

「耳なし芳一」と「おいてけぼり」を

取り上げます。通常なら入館でき

ないはずの宵闇迫る時間帯、いつ

もとは雰囲気の異なる静まり返っ

た館内で、明治期に小泉八雲によ

って再発見された日本の伝説や

奇譚の魅力を紹介します。 

夏休み企画 「ちょっとこわいおはなし会」 

（４） 手作り絵本展 
 

日  時  ８月１９日（火）、８月２０日（水） 午後１

時３０分～３時３０分 

場  所  かしはら万葉ホール４階  研修室２ 
講  師  金尾 恵子  先生 

参加資格  両日とも参加が可能な方  

申 込 み   ７月３０日（水）までに図書館カウンタ

ーにて直接お申し込みください。 

 
（５） 資料展示 

リサイクル館かしはら作品展 「夏の風物
詩たち」 

    例年ご好評を頂いている廃材をリサイクルした作

品展を今年も下記のとおりおこないます。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

場所・期日  ２Ｆ展示コーナーにて ８月１日より 
９月末まで 

 

日時・場所   ８月１６日午後７時１５分～ 橿原市立

図書館内 

対   象   市内在住の小学生（３年生以上）。 

         成人の保護者の同伴を条件とします。 

申 込 み  抽選で１５組。７月２５日（金）までに図書

館カウンターにて直接お申し込みくださ

い。  

 

 
ガラス工房 作製 

ボトルクラフト 
 

 



 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
編  集  後  記 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

個人貸出について 
新規登録者数     成人（１６歳以上）          ２，２０５  人 

児童（１５歳以下）          １，１９１  人 
新規登録者数合計         ３，３９６  人 
 

貸出数             一般書                ３３７，１８６ 冊 
                  児童書               １７６，０３７ 冊 
                    雑     誌                            ２７，２０９  冊 

図書・雑誌貸出合計数          ５４０，４３２  冊 

 

ビデオテープ             ３４，６７９  点 
コンパクトディスク          ３２，５７５  点 
カセットテープ              １，５４８  点 
ＤＶＤ（Ｈ１９年１２月より）          ６９１ 点  

視聴覚資料貸出数合計       ６９，４９３ 点 

 

個人貸出数合計           ６０９，９２５ 点 
 
予約受付数       一般書                   １０，０３６ 冊 

   児童数                   １，３９９ 冊 
                雑    誌                   １，５８２ 冊 
                予約数合計               １３，０１７ 冊 

 

資料数について（３月末現在 ） 
一般書（個人貸出用）          ２２０，３０８ 冊 
児童書（個人貸出用）           ５７，４３２ 冊 
個人貸出用冊数合計         ２７７，７４０ 冊 

 

一般書（団体貸出用）             ８，１０７   冊 
児童書（団体貸出用）           ２４，１０９   冊 
団体貸出用冊数合計           ３２，２１６  冊 

 

図書冊数合計              ３０９，９５６ 冊 
 

ビデオテープ                      ３，８３８  点 
レーザーディスク               ６９０   点 
ＤＶＤ                      １０７  点 
コンパクトディスク            ４，２７９  点 
カセットテープ                 ６９６  点 
視聴覚資料点数合計          ９，６１０ 点 

雑誌                       １５７ タイトル 
新聞（官報、奈良県広報含む）         １７  紙 
ＣＤ－ＲＯＭ                    ９９ タイトル 

橿原市立図書館の利用状況（平成１９年４月～２０年３月末） 
 

橿原市立図書館 

〒634-0075 

橿原市小房町１１－５ 

 

TEL: 

0744-29-2121 

 

FAX: 

0744-2１-1011 

 

ｈｔｔｐ： 

//www.ksh-lib.jp/ 
 

 

表紙の写真 
橿原市立図書館では、市庁舎見学の一環として、市立小学校の来館を受け入れていま

す。落書の被害をうけた図書を小学生に示す図書館員。図書や図書館についての説明 
のみにとどまらず、モラルやマナーなどについてもお話ししています。 

 
子ども文庫のひとびと 

 
夏休みが始まった。これから８月

の末にかけて、図書館は最も忙しい

季節を迎える。自主学習や課題の

手がかりを得るために、たくさんの

小学生や中学生が来館してくれる。

▼毎年繰り返される光景だが、当館

が開館したのは平成８年。それ以前

の子どもたちはどうしていたのだろ

う。その頃、当市には県立の小さな

分館があるだけだった。近隣にも、

図書館のない市町村が見受けられ

た。▼職務上、子ども文庫の方々と

懇談する機会が多い。当館が開館

するはるか以前から、公民館や自

宅や様々な場所で、地道な活動を

続けてこられた。Ｆさんもそのひとり

である。▼「文庫にも、子どもたちが

溢れた時代がありましたが、市立の

図書館ができたこともあって、私の

ところでも今は以前のような賑わい

はありません。でも、ある意味では、

それで良いのです」▼Ｆさんの爽や

かな表情 に接していると、石井桃子

さんの静かな風貌が脳裏をかすめ

た。自宅を子どもたちに開放しての

文庫活動が、作家石井桃子の原点

だった。▼子どもの頃に一冊の本と

出逢い、読書好きとして成人した多

数の人々の影に、Ｆさんのような無

名の石井桃子さんが何人も存在し

たことだろう。（館長） 
 


